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センター東棟温室において、(1) 1977-78 年有珠山

噴火後に発達した植生と(2) 2000 年噴火後に発達

した植生において、表土中の埋土種子集団を定量

した。特に、埋土種子集団構造の季節変化を知る

ために、2023 年秋季と 2024 年春季に噴火降灰物

(テフラ)をサンプリングし比較実験を行った。秋

季に採取したサンプルでは、半数は採取直後に撒

き出しを行い、残りは低温処理(2-4oC)を 2 か月間

行った後に撒き出した。一方、春季のサンプルは、

既に野外で低温に暴露されているため低温処理は

行わなかった。合わせて、植生と埋土種子集団の

発達様式の関係を得るために、1977-78 年噴火後

に形成された自然林(ドロノキ林)、人工林(アカエ

ゾマツ林)、草地(ススキ・ヨシ草地)、および 2000

年噴火後に形成された草地の 3 植生でサンプリン

グを行った。サンプリングは、100 cm3 (表面積 20 

cm2、深さ 5 cm)の採土管で、各植生から秋季には

50、春季には30サンプルを採取した。発芽実験は、

ゲノムダイナミクスセンター温室においてプラス

ティックトレイ中にバーミキュライトを敷設し、

その上に数 mm の厚さでテフラを撒いて行った。

自然光下で、散水は土壌水分に合わせ適宜調整し

ながら、発芽が観察されなくなるまで、種別に実

生数をカウントした。発芽観察期間は 5 ヶ月を要

した。結果は以下の通り。 

(1) 全体

全体を通して、1078 種子が発芽し、16 科 63 種

が同定された。それらの多くが多年生草本であっ

た。出現した全種が、地上部植生において定着が

確認された。低温処理は、森林と較べて草地でよ

り発芽を促進させていた。優勢な科は、ヒメジョ

オン、ヒメムカシヨモギ、オトコヨモギなどのキ

ク科およびエゾヌカボ、コヌカグサ、ススキ、ス

ズメノカタビラなどのイネ科であった。なお、以

下の報告では、未同定種は種数には入れていない。 

(2) 1977-78年有珠山噴火 45年経過後の埋土種子集

団 

 草地では種数が 28 種に達し、発芽実生密度は

3550/m2 であった。一方、自然林では 18 種、

1057/m2、人工林では 15 種で 746/m2であった。草

地の方が森林よりも種数・発芽数共に高い結果と

なった。いずれの植生でも春季あるいは秋季にの

み発芽した種も多く、埋土種子集団中の季節によ

る種の入れ替わりが認められ、その結果、種子密

度と種数には季節差が認められなかった。これら

のことは、多くの種が永続的シードバンクを発達

させている可能性が高いことを示している。 

(3) 2000 年有珠山噴火 24 年経過後の埋土種子集団

本地域では、1977-78 年噴火跡地に比べ種数、実

生密度共にやや低く、種数は 28 種、密度は

2055/m2 であった。1977-78 年噴火跡地の埋土種子

集団では外来種は卓越しないが、2000 年噴火跡地

では、ノラニンジン、シロツメクサなどの外来種

の出現が顕著であった。これらのことは地上部植

生で見られる傾向と一致している。 

 以上のことから、草原から森林への遷移の進行

に伴い、埋土種子集団中の種数・種子密度はとも
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に低下する傾向が確認できた。このことは、これ

までの二次遷移研究における知見と異なるもので

あり、これらの成果をもとに遷移系列に沿った埋

土種子集団と現存植生との対応関係を検討し、そ

の要因を特定することが次の課題である。 
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